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の
、

過
去
の

こ

と
、

未
来
の

こ

と
、

人
の

心
な
ど
の

霊

視
、

あ
る

い

は

予

言
が
で

き
る

の

を
、

云

う
よ

う
で

あ
る

。

　

そ
の

人
は

、

N
師
（
昭

和
二

年
生
ま
れ
）

、

K
寺
（
神
戸
）

の

山
主、

高
野
山

真
言

宗
伝
燈

大
阿
閣

梨
で

あ
る

。

毎
月
の

縁
日

に

は、

全
国
か
ら

大
勢
の

人
々

が

参
拝
に

訪
れ

る
。

こ

の

よ

う
な
霊
視
と

い

う、

時
聞
と

空

間
を

超
越

し
た

能

力
は
、

空

海
の

説
く

身
口

意
の

行
、

自
己

放
棄
の

瞑

想、

他
者
へ

の

奉

仕
、

祈
り
な
ど、

と
く
に

、

求
聞
持
秘
法
に

よ
っ

て

開

発
で

き
る
も
の

か
ど
う
か

。

N
師
の

説
教
集
や
談
話
集
（
春
秋
社
発
行）

を

見
る

と
、

N
師
は

、

信
じ
難
い

ほ

ど

の

身
の

危
険
を
重
ね
て、

修
行
に

励
み、

結
果
と

し

て、

不
思
議
に

も
九

死
に
｝

生

を

得
た、

と
云

わ
れ

る
。

死

の

淵
か
ら
の

生
還、

こ

の

こ

と
が
、

鍵
に

な
っ

て

い

る
か
も
し
れ

な
い

。

修
験
道
の

修
行
を

極
限
ま
で

推
し
進
め

た

も
の
、

と
い

う
よ
り、

さ
ら
に
、

そ
れ
を
越
え
る

も
の

で

あ
っ

た

よ

う
で

あ
る

。

　

N
師
は
、

高
野
山
大
学
密
教
学
科
を
卒
業
し、

高
野
山
大
学
の

職
員
で

あ
っ

た

経
歴

を
も
つ

。

現
在

、

毎
月
の

説
教
で

は
、

い

つ

も

空
海
の

言
葉

を

熱
心
に

説
い

て

お
ら

れ

る
。

そ
れ

に

も
か

か
わ
ら

ず、

N
師
の

超
常
能

力
の

獲

得
、

時
間
・

空

間
か

ら
の

超

越
は

、

高
野
山

の

説
く
即
身
成
仏
法

と
は
違

う
の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

超
越
を

科
学
と
し
て

解
釈
す
る

試
み

に
つ

い

て
、

述
べ

る
。

幸
西
と
証
空
に

お
け

る

信

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

那
須
　
一

雄

　

法
然
（
一

＝
二一
ニ

ー
一

二
一

二
）

門
下
の

う
ち、

自
己
の

救
済
の

道
を、

特
に
阿
弥
陀

仏
の

他
力
の

働
き
に

見
出
す
グ
ル

ー

プ
に

属
す
る

諸
師
に

お

い

て

は
、

阿

弥
陀
仏
に

対
す
る
信
を

得
る

と

い

う
こ

と
が

、

阿
弥
陀
仏
に

よ

り
救

済
さ
れ
る

か

否
か
の

大
き
な

分
岐
点
と
な
っ

た
。

諸

師
に

よ

り
形

態
は

異
な
る
が

、

そ

の

信
も
ま
た

、

他
力
的
な
色
彩
の

強
い

も
の

だ
と

言

え
る

。

本
論
で

取
り
上
げ
る

、

幸
西
（

＝

六
三
−
一

二

四
七
）

と

証
空

（

】
一

七
七

−
一

二

四

七
）

は

こ

の

グ
ル

ー

プ
に

属
し、

阿
弥

陀
仏
に

対

す
る

信
を
得
る

こ

と

に

重

点
を

置
い

て
、

自
ら
の

教
義
を
説

き
示
す

。

　
こ

の

二

師
の

信
理
解
を

検
討
す
る

と
、

両
者
と

も
、

救
済
に

必

要
と

さ

れ
る

信
に
つ

い

て、

仏
と

衆
生
と
の
一

体
性
を
説
く

。

だ
が、

善
裕
昭
氏

が

指
摘
さ
れ
る

よ

う
に
（
「

幸
西
の

仏
智
】

念
説
に

つ

い

て
」

法
然
学
会

論
叢
第
八
号、

平
成
四
年）
、

幸
西
に

お
い

て

は
一

体
性
は

説
く
も
の

の
、

衆
生
の

信
と

仏
（

仏
智）

と
を
区
別
し
て

考
え
て

い

る
。

こ

れ
に

対
し

、

証
空
は
、

仏
と

衆
生
と

を
区
別
し
て

考
え

ず、

仏
の

理
性
が

衆
生
の

信
心

に

遍
満
し
て

い

る
と

す
る
立
場
を
示
す

。

　

信
心
に
お

い

て、

同
じ
く
仏
と
衆
生
の
一

体
性
を

説
き
つ

つ

も、

二

師

に

お
い

て、

上

記
の

よ

う
な
違
い

が
見
ら
れ
る
理
由
と

し
て

は

次
の

よ

う

な
こ

と

が
考
え

ら
れ

る
。

則
ち

幸
西
に

お
い

て

は
、

此
土

に

お

け
る

「

具

縛
の

凡
夫
」

（
『

玄
義
分
抄
』

日
本
大
蔵
経
第
九
十
巻
三

八

〇

頁
下
段
三

行

目）

と

し
て

の

自
覚
が

強
く、

此
土

に

お
い

て

信
を

得
て

以

降
で

あ
っ

て

も
、

そ
こ

で

の

状
態
は

、

死
後、

浄
土

に
お

い

て

念
仏
者
が

達
す
る

状
態

よ

り
も
遙
か

に

劣
る

と

見
る

。

そ
れ

故
に、

幸
西
は

、

此
土
に

お
い

て

衆

生
の

信
と

仏
（
仏
智
）

と

を
区
別
し

て

考
え
て

い

る

の

だ
ろ

う
。

一

方、

証
空
に

お
い

て

は
、

此
土
に

お

い

て

信
を

得
て

以

降
の

衆
生
の

状
態
は、

死

後
、

浄
土
に

お
い

て、

念
仏

者
が

達
す
る

状
態
に

准

ず
る
と

見
る

。

（
例
え
ば

『

定
観
門

義
』

西
山
全

書
第
三

巻
二

〇

八

頁
四

行
目
−
七

行
目

「

憑
弥
陀
心

深
成

、

学
顕
弥
陀

所
有
功
徳、

生

浄
土

可

為、

且

且

穢
土

習

修、

遣

退
悪
進

善
心

、

修
一

善
止
】

悪
、

廻
向
生

浄
土
」）

。

そ

れ
故
に
証
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空
は

、

信
を

得
て

以
降
は、

仏
の

理

性
が

衆
生
の

心
に

遍

満
す
る

と

見
る

の

だ
ろ

う
。

　
以
上
の

よ

う
に、

此
土
で

信
を

得
て

以

降
の

状
態
と

、

死

後
、

浄
土

で

達

す
る

状
態
と

の

問
に

優
劣
を

見
る

か

否
か
と
い

う
点
に

つ

い

て
、

二

師

は

対
照

的
な

説
を

示
す

。

そ
し
て

こ

の

違
い

が
、

此
土
に

お
い

て

聖
道
門

的
な

行
業
を

認
め
る

か

否
か
と
い

う
教
学
的
立

場
に

関
連
し
て

く
る

。

則

ち
、

「

具
縛
の

凡

夫
」

の

自
覚
が

強
く

、

此
土
で

信
を

得
て

以

降
の

状
態

は
、

浄
土

往
生

後
に

達

す
る

状
態
よ

り
遙
か

に

低
い

と

見
る

幸
西
は
、

此

土

に

お
い

て

聖

道
門
的

な
行
業
を

認
め

な
い

。

（

聖
道

無
得
道
説）

。

（

な

お

幸
西
は
、

浄
土
に

往
生
し

た

な
ら

ば
、

菩
薩
の

第
四

十
一

位
（

初
地
）

に

達
し
聖

者
と

な
る

故
に

、

聖
道

門
の

教
え
は
有

効
に

な
る
と

す
る）

。

こ

れ
に

対
し
、

此
土

で

信
を

得
て

以

降
の

状
態
は
、

死
後、

浄
土

に
お

い

て

達
す
る

状
態
に

准
じ

る

の

で

あ
り、

仏
の

理
性
が

念
仏
行
者
の

心
に

遍

満
す
る

と

見
る
証
空
は

、

信
を

得
て

以
降
は
、

聖
道
門
的
な

行
業
も
開
会

さ
れ、

此
土

に
お

け
る

行
業
と

し
て

認
め

ら
れ
る

と

す
る

立

場
を
示
し
て

い

る
。

（

証
空
は

、

念
仏
行

者
は
、

浄
土
に

お

い

て

第
五

十
一

位

等
覚
位

に

達
す
る
と

す
る
）

。

　

以
上

の

よ

う
に、

幸
西
と

証
空
は
、

衆
生
が
此
土
で

信
を

得
て

以
降
の

状
態
と
、

死
後、

浄
土

に

お
い

て

達
す
る

状
態
と

を
比
較
す
る
中
で、

此

土
に

お
け
る

信
に
つ

い

て

認
識
す
る

。

そ
し
て、

浄
土

往
生

後
に
達
す
る

状
態
と

比
較
す
る
中
で

捉
え
ら
れ
た

信
理
解
が、

此
土

で

の

行
理
解、

特

に

聖

道
門
的
な
行
業
を
認
め
る

か
否
か
を
判
断
す
る

上

で

の

根
拠
と
な
っ

て

い

る
。

則
ち
二

師
は
、

同
じ
問
題
意
識
の

下
で
、

信
に

関
し
て

理
解
し

て

い

る
。

そ
し
て

互
い

に

対

照
的
な
説
を
示
し
て

い

る
。

以

上
の

よ
う
な

点
に

お

い

て、

幸
西
と

証
空
二

師
の

間
に

お
け
る、

信
に

関
す
る
思
想
交

渉
を

読
み

取
る

こ

と

が
で

き
る。
（
法
然
門
下
の

う
ち

、

幸
西
や

証
空
と

同
じ

く、

自
己
の

救
済
の

道
を
、

特
に

阿
弥

陀
仏
の

他
力
の

働
き
に

見
出

す
グ

ル

ー

プ
に

属
す
る

、

隆
寛
（

＝

四

八

−
一

二

二

七）

や

親
鸞
（

一

一

七
三

−
一

二

六
二
）

の

信
理

解
に

お
い

て

は
、

こ

の

よ
う
な
教
学
的
な

論
理
の

展
開
は

見
ら

れ

な
い
）

。

良
忠
の

本
願
観

−
『
観
経
疏
伝
通

記
』

を
通
じ
て

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

沼
倉

　
雄
人

　

浄
土

宗
三

祖
然
阿
良
忠
上

人
に

お

い

て

諸
行
非
本
願
・

諸

行
往
生

の

問

題
が
注
目
さ
れ
、

凝
然
『

浄
土

法
門
源

流
章
』

に

も
、

教
義
的
な
特
徴
と

し

て

と

り
あ
げ
ら
れ

て

い

る

（

『
浄
全』
　一

五
、

五

九
九

頁
下
）

。

善
導
が

本
願
に

誓
わ

れ

た

称
名
念
仏
に

よ

る

罪
悪
生

死
の

凡
夫
の

報
土
往
生

を
示

し
、

法
然
が
『

選
択
集
』

を

通
じ
て

廃
捨
を

勧
め

た
諸

行
を

往
生
可
能
と

提
示
す
る
こ

と
は

ど

の

よ

う
な

解
釈
に

よ

る

も
の

か
、

善
導
『

観
経
疏
』

の

注
釈
書
で

あ
る

『

観
経
疏
伝
通
記
』

（
以

ド
『

伝
通
記
』

）

の

整
理

か

ら
、

諸
行
往
生
説
の

淵
源
の
一

端
と

し
て

、

良
忠
の

本
願

観
に

つ

い

て

検
討
を

行
い

た

い
。

　

良
忠
は
慧
遠
『

無
量
寿
経
義
疏
』

の

分
類
を
基
本
と
し

、

独
自
に

四
十

八．
願
の

分
類
整
理
を

行
い
、

本
願
を

分
析
し
て

い

る
。

『

伝
通

記
』

の

中

で

四
十
八
願
の

分
類
に
関
す
る

説
示
を

整
理
す
る
と
（
1
）
施

為
・

趣
求
に

準
じ

る

二

分
類、
（
2
）

摂
衆
生

願
の

三

分
類
（

凡

夫、

二

乗、

菩

薩
所

託）
、

（
3

∀

凡
夫
引
接
の

願
、

な
ど

が
あ

り
、

こ

れ

ら
の

説
示
か

ら

良
忠

の

四

十
八
願

分
類
を
整
理
す
る

と
以

下
の

よ

う
に

な
る
。

　

摂
法

身
、

摂
浄
土
の

五
願
（
趣
求
）

…
第
十
二

、

十
三
、

十
七、

三
十

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　一
、

三

十
二

願
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